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資料１  避難所運営のチェックリスト 
【避難所開設時のチェックリスト】 

 

項目 主な対応内容 

□ １．避難所の開設・点検      （P.5） 施設の安全確認など 

□ ２．避難所運営組織の立ち上げ （P.5） 避難所運営の中心人物を選出 

□ ３．居住グループの編成      （P.6） 世帯を基本単位に居住グループを編成 

□ ４．部屋（区画）割り         （P.6） 施設管理者と協議し、利用する部分を明確にする 

□ ５．避難者名簿の作成       （P.7） 世帯ごとに避難者名簿に記入 

□ ６．電源確保と情報収集 （P.8） 電源を確保し、情報を収集 

□ ７．食料・物資の確保 （P.8） 備蓄物資を中心に食料・物資を確保 

（対応内容の詳細については、本編Ｐ.６避難所における基本的事項を参照） 

 

【各活動班における業務のチェックリスト】 

 

総務班の仕事 被災者管理班の仕事 

□ １．運営委員会事務局 (P.22) □ １．避難者名簿の管理 (P.25) 

□ ２．避難所運営情報の記録 (P.22) □ ２．問い合わせへの対応 (P.27) 

□ ３．生活ルールの作成 (P.23) □ ３．郵便物・宅配便の取り次ぎ (P.28) 

□ ４．地域との連携 (P.23)   

  

情報班の仕事 食料・物資班の仕事 

□ １．避難所内外情報収集 (P.29) □ １．食料・物資の調達、受入、管理、配給 （P.35) 

□ ２．避難所外向け情報発信 (P.31) □ ２．炊き出し （P.39） 

□ ３．避難所内向け情報発信 (P.32)    

□ ４．取材への対応 (P.34)  

施設管理班の仕事 衛生班の仕事 

□ １．危険箇所への対応 (P.41) □ １．衛生管理 （P.43） 

□ ２．防火・防犯 (P.41) □ ２．ごみ （P.43) 

 □ ３．風呂 （P.44) 

救護班の仕事 □ ４．トイレ （P.45) 

□ １．医療・救護活動 (P.53) □ ５．清掃 （P.49) 

□ ２．要配慮者の支援 (P.56) □ ６．ペット （P.50) 

ボランティア班の仕事 □ ７．水の管理 （P.51） 

□ １．ボランティアの受入・活動調整 (P.57)   

    

（各班の対応内容の詳細については、本編の該当ページを参照） 
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資料２  建物被災状況チェックリスト 

 

避難所施設被害状況チェックリスト（鉄骨造用） 

1．建物概要 

所 在 地：                                  

 建物名称：              建物用途：               

 管 理 者：氏名            建 設 年：              

 

２．次の質問の該当するところに○をつけて下さい。 

質問１ 建物周辺に地すべり、がけくずれ、地割れ、噴砂・液状化などが生じましたか？ 

A 生じていない。 

B 生じた。 

C ひどく生じた。 

質問２ 建物が沈下しましたか。あるいは、建物周辺の地面が沈下しましたか？ 

A 沈下していない。 

B 沈下は数cm 程度と少ない。 

C 沈下は10cm 以上である。 

質問３ 建物が傾斜しましたか？ 

A 見た目だけでは判らない。 

B 目で見てかすかに傾斜している。 

C 目で見て明らかに傾斜している。 

質問４ 建物の外壁が壊れましたか？ 

A 壁面にわずかな割れ目（以下「亀裂」と呼ぶ）が生じている。壊れていない場合も含

む。 

B わずかな落下や目地（外壁のつなぎ目）の部分にずれが生じている。 

C 壊れて部分的あるいは大きく剥がれ落ちている。壁面全体に「亀裂」が入っているか、

あるいは、剥がれて落下しそうである。 

（なお、ひさし・バルコニーや屋外広告物など高いところにある重量物が、グラグラし

て落ちそうになっている場合は、「C」と答えて下さい。） 

質問５ 建物の内壁が壊れましたか？ 

A わずかな亀裂が生じている。壊れていない場合も含む。 

B わずかな落下が生じている。 

C 壁が部分的あるいは大きく剥がれ落ちている。 

質問６ 床が壊れましたか？ 

A いいえ。 

B 少し傾いている。下がっている。 

C 大きく傾いている。下がっている。 

質問７ 鉄骨の柱の脚部でコンクリートと接する部分が壊れましたか？ 

A 健全である。内外装など仕上げのために見えない場合も含む。 

B コンクリートの損傷は、亀裂が少し見られる程度である。 

C コンクリートが潰れるように壊れている。あるいは、柱をコンクリートにとめているボ

ルト（アンカーボルト）が破断・引き抜けている。 
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質問８ 筋交い（すじかい）が切断しましたか？ 

筋交いには、天井面に配された水平筋交いと壁面に配された鉛直筋交いとがあります。

鉛直筋交いは、壁面の窓の開閉の邪魔になる斜めの材です。 

A 筋交いに損傷はほとんど見られない。内外装など仕上げのために見えない場合も含

む。 

B 筋交いの破断が極わずか見られる程度である。あるいは、よく見ると筋交いの端のボ

ルトでつないだ部分や溶接した部分にすべりや破断の兆候がみられる。 

C 筋交いの破断が各所で見られ、切れた筋交いの本数は全体の本数の半分程度である。 

質問９ ドア・窓などが壊れましたか？ 

A わずかな亀裂程度で、開閉には少々支障をきたす程度である。壊れていない場合も

含む。 

B ドア・窓がかなり開閉しにくい。また、角（カド）の部分に亀裂などが生じている。 

B ドア・窓が開閉できない状態であるか著しく壊れている。（C の解答はありません。） 

質問10 天井や照明器具などが壊れましたか？ 

A 壊れていない。 

B 落ちそうになっている。 

B 落下した。（何が：                            ） （C 

の解答はありません。） 

質問11 その他目についた被害を記入して下さい。                      

 

３ 質問１～１０を集計して下さい。 

集  計 
Ａ Ｂ Ｃ 

（        ） （       ） （       ） 

※ C の答えが一つでもある場合は『危険』です。 

また、質問１～８にB の答えがある場合は『要注意』です。避難者を建物内に入れないようにし、

建築物応急危険度判定士の派遣を災害対策本部事務局に要請します。 

※ それ以外は『危険』及び『要注意』状態ではなく、一応安全ですが、その場合でも、状況が落ち着

いたら災害対策本部事務局に要請し、建築物応急危険度判定士の判定を受けて下さい。 
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避難所施設被害状況チェックリスト（鉄筋コンクリート造用） 

1 建物概要 

所 在 地：                                

建物名称：                 建物用途：          

管 理 者：氏名            建 設 年：                          

 

２．次の質問の該当するところに  をつけて下さい。 

質問１ 建物周辺に地すべり、がけくずれ、地割れ、噴砂・液状化などが生じましたか？ 

A いいえ。    B 生じた。    C ひどく生じた。 

質問２ 建物が沈下していますか？ あるいは、建物の周辺の地面が沈下しましたか？ 

A いいえ。   B 10cm 以上沈下している。   C 20cm 以上沈下している。 

質問３ 建物が傾斜しましたか？ 

A いいえ。   Ｂ 傾斜しているような感じがする。   C 明らかに傾斜した。 

質問４ 床が壊れましたか？ 

A いいえ。   B 少し傾いている。下がっている。   C 大きく傾斜している。下が

っている。 

質問５ 柱が折れましたか？ 

A いいえ。  B コンクリートが剥がれている。  B 大きなひびが入っている。 

B 中の鉄筋が見えている。  C 壁がくずれている。 

質問６ 壁が壊れましたか？ 

A いいえ。  B コンクリートが剥がれている。  B 大きなひびが入っている。 

B 中の鉄筋が見えている。  C 壁がくずれている。 

質問７ 外壁タイル・モルタル、看板などが落下しましたか？ 

A いいえ。  B 落下しそう。（何が：                   ） 

B 落下した。（何が：                ） （C の解答はありません。） 

質問８ 天井、照明器具が落下しましたか？ 

A いいえ。  B 落下しそう。（何が：                   ） 

B 落下した。（何が：                ） （C の解答はありません。） 

質問９ ドアや窓が壊れましたか？ 

A いいえ。  B ガラスが割れた。   B 建具・ドアが動きにくい。 

B 建具・ドアが動かない。           （C の解答はありません。） 

質問10 その他目についた被害を記入してください。 

 

 

                                    

３．質問１～９を集計して下さい。 

集  計 
    A     Ｂ     Ｃ 

（       ） （       ） （       ） 

※ C の答えが一つでもある場合は『危険』です。 

また、質問１～７にB の答えがある場合は『要注意』です。避難者を建物内に入れないよう

にし、建築物応急危険度判定士の派遣を災害対策本部事務局に要請します。 

※ それ以外は『危険』及び『要注意』状態ではなく、一応安全ですが、その場合でも、状況が落

ち着いたら災害対策本部事務局に要請し、建築物応急危険度判定士の判定を受けて下さい。 
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避難所施設被害状況チェックリスト（木造用） 

1 建物概要 

所 在 地：                                    

建物名称：                  建物用途：             

管 理 者：氏名                建 設 年：             

 

２．次の質問の該当するところに○をつけて下さい。 

質問１ 建物周辺に地すべり、がけくずれ、地割れ、噴砂・液状化などが生じましたか？ 

A いいえ。    B 生じた。          C ひどく生じた。 

質問２ 建物の足元（基礎）が壊れましたか？ 

A いいえ。    B 壊れたところがある。    C ひどく壊れた。 

質問３ 建物が傾斜しましたか？ 

A いいえ。    B 傾斜したような感じがする。 C 明らかに傾斜した。 

質問４ 床が壊れましたか？ 

A いいえ。    B 少し傾いた、下がった。   C 大きく傾いた、下がった。 

質問５ 柱が折れましたか？ 

A いいえ。    B 割れを生じたものがある。  C 完全に折れたものがある。 

質問６ 内部の壁が壊れましたか？ 

A いいえ。 

B ひび割れや目透きが生じた。 

C 土壁が落ちたり、ボードがはらんだりした。 

質問７ 外壁のモルタルが落下しましたか？ 

A いいえ。    B 落下しかけている。B 落下した。（C の解答はありません。） 

質問８ 屋根瓦が落下しましたか？ 

A いいえ。    B ずれた。          C 落下した。 

質問９ 建具やドアが壊れましたか？ 

A いいえ。    B 建具・ドアが動きにくい。  C 建具・ドアが動かない。 

質問10 ガラスが割れましたか？ 

A いいえ。    B 数枚割れた。 B 沢山割れた。（C の解答はありません。） 

質問11 天井、照明器具が落下しましたか？ 

A いいえ。    B 落下しかけている。     C 落下した。 

質問12 その他目についた被害を記入して下さい。 

 

 

 

３ 質問１～１１を集計して下さい。 

集  計 
    Ａ     Ｂ       Ｃ 

（       ） （       ） （       ） 

 

※ C の答えが一つでもある場合は『危険』です。 

また、質問１～８にB の答えがある場合は『要注意』です。避難者を建物内に入れないようにし、

建築物応急危険度判定士の派遣を災害対策本部事務局に要請します。 

※ それ以外は『危険』及び『要注意』状態ではなく、一応安全ですが、状況が落ち着いたら災害対策

本部事務局に要請し、建築物応急危険度判定士の判定を受けて下さい。 
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資料３ 非構造部材点検チェックリスト（学校用） 
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（「学校施設の非構造部材耐震化ガイドブック（改訂版）」（文部科学省）より） 
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資料４ 避難者名簿（在宅避難者・車中泊含む） 
       居住グループ        グループ 

入所年月日 年   月   日   在宅避難者 ・ 車中泊者 

ふりがな 

世帯主氏名 
  

性別 男・女 
家屋の 

被害状況 

居住の可否 （可・否） 

年齢 歳 全壊・半壊・一部損壊 

断水・停電・ガス停止・電話不通 避難確認   

職業・資格・特技 

※１ 
  

要配慮

区分 
 

所属 

自治会 
  

住所   
車 車種       ナンバー 

ペット 有 （種類          ）  無 

電話番号   携帯番号   

緊急連絡先 

（必ず記入してください） 

氏名   電話番号  

住所   

家
族
構
成 

氏名 続柄 性別 職業・資格・特技等 ※１ 要配慮区分 避難確認 

           

           

           

      

要配慮区分 １.要介護 ２.視覚障害 ３.聴覚障害 ４.言語障害 ５.肢体不自由 ６.内部障害 ７.知的障害 ８.精神障害 
９.発達障害 10.認知症 11.乳幼児 12.妊産婦 13.難病  14.傷病 15.外国人 16.アレルギー 

17.その他 （              ） 

上記により配慮が必要なこと（手話・要約筆記が必要、食物アレルギーの対象食料、服用している薬等）や負傷・疾病の

状況等特に申告する必要があること 

 

 

避難者名簿の掲示・公開 ※２        同意する・同意しない 

※１ 活動班編制時の参考としますので、過去の職業も含め、できる限り記入をお願いします。 

※２ 避難者名簿の掲示・公開に同意されない場合でも、親類縁者の方からの個別の安否確認の問い合わせ

には応じる場合があります。 

※３ 配偶者からの暴力、ストーカー行為、児童虐待等の事情により個別の安否確認の問い合わせに応じる

ことに不都合がある方はその旨記載してください。 

※４ 自分で記入できない方は、被災者管理班が聞き取りますので、お申し出ください。 

退所状況       
 

退所年月日 年  月  日       

退
所
後
連
絡
先 

住所   

電話番号   携帯番号   

備考 
 入所継続家族等ありましたら、記入してください。 
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資料５ 避難者一覧表 
                         （避難所名            ） 

№             

避難者一覧表 
 世帯 

区分 
ふりがな 

氏     名 

避難 

状態 
年
齢 性別 

住 所 

電 話 

入所日時 

退所日時 

情報 

公開 
備 考 

 （注１） （注２） （注３） 

1 
    

男・女 
 

  （  ） 

月  日  時  分 

否 
 

月  日  時  分 

２ 
    

男・女 
 

  （  ） 

月  日  時  分 

否 
 

  月  日  時  分 

３ 
    

男・女 
 

  （  ） 

月  日  時  分 

否 
 

月  日  時  分 

４ 
    

男・女 
 

  （  ） 

月  日  時  分 

否 
 

月  日  時  分 

５ 
    

男・女 
 

  （  ） 

月  日  時  分 

否 
 

月  日  時  分 

６ 
    

男・女 
 

  （  ） 

月  日  時  分 

否 
 

月  日  時  分 

７ 
    

男・女 
 

  （  ） 

月  日  時  分 

否 
 

月  日  時  分 

８ 
    

男・女 
 

  （  ） 

月  日  時  分 

否 
 

月  日  時  分 

９ 
    

男・女 
 

  （  ） 

月  日  時  分 

否 
 

月  日  時  分 

10 
    

男・女 
 

  （  ） 

月  日  時  分 

否 
 

月  日  時  分 

11 
    

男・女 
 

  （  ） 

月  日  時  分 

否 
 

月  日  時  分 

12 
    

男・女 
 

  （  ） 

月  日  時  分 

否 
 

月  日  時  分 

13 
    

男・女 
 

  （  ） 

月  日  時  分 

否 
 

月  日  時  分 

14 
    

男・女 
 

  （  ） 

月  日  時  分 

否 
 

月  日  時  分 

15 
    

男・女 
 

  （  ） 

月  日  時  分 

否 
 

月  日  時  分 

16 
    

男・女 
 

  （  ） 

月  日  時  分 

否 
 

月  日  時  分 

17 
    

男・女 
 

  （  ） 

月  日  時  分 

否 
 

月  日  時  分 

18 
    

男・女 
 

  （  ） 

月  日  時  分 

否 
 

月  日  時  分 

19 
    

男・女 
 

  （  ） 

月  日  時  分 

否 
 

月  日  時  分 

20 
    

男・女 
 

  （  ） 

月  日  時  分 

否 
 

月  日  時  分 

◎ 被災者管理班は、避難者が記入した避難者名簿を取りまとめ、この一覧表を作成します。 

◎ （注１）世帯区分には、世帯代表者に○印を記入し、世帯ごとに実線で区切ります。 

◎ （注２）避難状態は避難者名簿と同様に次の区分とし、記号で記入します。 

ア 避難所  イ 在宅避難者  ウ 車中  エ その他 

◎ （注３）避難行動要支援者である場合は「要」と記入し、注意すべき事項も記入します。 
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資料６ 感染評価用紙 

避難所等における感染評価（症候群サーベイランス）用紙 

●避難者は①避難所到着時②できれば毎日（あるいは定期的2-3日毎等）③病院移送時に評価 

●スタッフは毎日、自己評価 

入所年月日：   年  月  日  氏名：                体温：     度 

 

Ａ）あてはまるものの数字に○をつけてください。 

1. 息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状のいずれかがある 

2. 基礎疾患（高齢者、糖尿病、心不全、呼吸器疾患（COPD等））がある 

3. 透析を受けている 

4. 免疫抑制剤や抗がん剤等を用いている 

5. 上記2、3、4のいずれかに当てはまる人で、発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状がある 

6. 発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が続いている 

7. 発熱または呼吸器症状があり、新型コロナウイルス感染症であることが確定した人と接触歴があった 

→いつ頃（  年  月  日） どこで（場所：                ） 

8. 37.5度以上の発熱と呼吸器症状があり、発症前14日以内に県外への移動歴があった 

 →どこへ（場所：                ） 

9. 上記8に該当する方と接触歴がある 

10. 新型コロナウイルス感染症の自宅療養者である 

 

Ｂ）あてはまるものの数字に〇をつけてください。 

1. 熱（38度以上）がある、または熱っぽい 

2. 上気道炎症状（咳、鼻汁、咽頭痛など）がある 

3. インフルエンザ様症状（全身がだるい、寒気、頭痛、関節痛・筋肉痛など）がある 

4. 咳があり、血がまざった痰がでる 

5. からだにぶつぶつ（発疹）が出ている 

6. からだにぶつぶつ（発疹）が出ていて、かゆみや痛みがある 

7. 唇や口の周りにぶつぶつ（発疹）が出ていて、痛みがある 

8. 首がかたい感じがしたり、痛かったりする 

9. 下痢便（水のような便、柔らかい便、形のない便、噴出すような便など）が出た 

10. 吐いた、または吐き気がする 

11. おなかが痛く、便に血がまざっている 

12. 目が赤く、目やにが出ている 

13. 創などがあり、膿がでたり、赤かったり、腫れていたり、痛かったりする 

14. 小児である →何歳（何ヶ月）？（                           ） 

※以下は、初回評価のみ 

15. この3ヶ月間に入院したことがあり“多剤耐性菌（MRSA など）”があるといわれた 

16. 抗菌薬を飲んでいる（感染症の治療を受けている）→なに？（           ） 

17. 被災後、予防注射を受けた→なに？（         ）いつ？（         ） 
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感染評価に基づく感染対策 

 
 
Ａ)の設問・・・新型コロナウイルス感染症関係 

■1、5、6のうちの1つ以上→帰国者・接触者相談センターにすぐに相談 
■7、8、9のいずれか1つ以上【新型コロナウイルス感染症？】 

→保健福祉部局と連携の上、適切な対応（別室または隔離した専用スペースに案内） 

■10のみ→保健福祉部局と連携の上、適切な対応（一般の避難所に滞在することは適当でない） 
 
濃厚接触とは、以下のような接触がある場合を指します。 

〇新型コロナウイルス感染症が疑われる人と同居あるいは長時間の接触（車内・航空機内等を含む）
があった人 

〇適切な感染防護無しに新型コロナウイルス感染症が疑われる患者を診察、看護もしくは介護してい

た人 
〇新型コロナウイルス感染症が疑われる方の気道分泌液もしくは体液等の汚染物質に直接触れた可

能性が高い人 

 
 
Ｂ）の設問・・・感染症全般関係 

■1のみ【インフルエンザやその他の感染症？】→とりあえず「飛沫予防策」を追加 
■1、2、３の1つ以上【インフルエンザ等？】→「飛沫予防策」を追加 
■1、2、3 の1つ以上と14【小児呼吸器感染症？】→「接触予防策」と「飛沫予防策」を追加 

■4【結核？】→「空気予防策」を追加し病院搬送を検討 
■1と5【水痘や麻疹等？】→「空気予防策」を追加し病院搬送を検討 
■1と5と8【細菌性髄膜炎等？】→「飛沫予防策」を追加し病院搬送を検討 

■6のみ【帯状疱疹や疥癬等？】→「接触予防策」を追加 
■7のみ【単純ヘルペスウイルス感染症？】→「接触予防策」を追加 
■9または10【ノロウイルス感染症やその他の消化器感染症？】→「接触予防策」を追加 

■11【細菌性の急性下痢症？】→「接触予防策」を追加し病院搬送を検討 
■12のみ【ウイルス性結膜炎？】→「接触予防策」を追加 
■13 のみ【創傷関連感染症？】→「接触予防策」を追加 

 
 
※標準予防策等の具体的な方法は 

「避難所における感染対策マニュアル」2011 年３月 24 日版 
（平成 22 年度厚生労働科学研究費補助金 「新型インフルエンザ等の院内感染制御に関する研

究」研究班（主任研究者 切替照雄）作成）に記載。 
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資料７ 避難所生活のルール 
                              避難所生活のルール 

 

  １ この避難所は地域の防災拠点です。 

  

 ２ この避難所の運営に必要な事項を協議するため、市担当者、施設管理者、自主防災組織の役 

員等からなる避難所運営委員会を組織します。 

      ○避難所運営委員会を、毎日午前  時と午後  時に開催します。 

      ○避難所運営委員会に、総務班、被災者管理班、情報班、食料・物資班、施設管理班、衛生 

班、救護班、ボランティア班の各活動班を設置します。 

  

 ３ 避難所は、電気、水道などのライフラインが復旧し、仮設住宅等が整備された段階で閉鎖さ 

   れます。（状況により、規模の縮小や統合もあります。） 

 

  ４ 避難者は、世帯単位で避難者名簿に記入して下さい。 

   ○避難所を退所するときは、被災者管理班に転出先を連絡して下さい。 

   ○身体障害者補助犬を除きペットを居室に入れることは原則禁止です。 

 

 ５ 職員室、保健室、調理室などは避難所運営に必要となるため使用禁止です。 

   ○「立入禁止」、「使用禁止」、「利用上の注意」等の指示には必ず従って下さい。 

   ○避難所では、利用する部屋を移動していただくことがあります。 

 

  ６ 食料・物資は必ず全員に行き届くとは限りません。 

   ○食料・物資が不足する場合は、避難所運営委員会で配布基準を決定します。 

   ○食料・物資は在宅避難者や車中泊者にも配布します。 

      ○ミルク・おむつなどは必要な方に配布します。 

 

 ７ 消灯は、夜  時です。 

      ○廊下は点灯したままとし、居室は消灯します。 

   ○避難所の運営・管理に必要な部屋は、点灯したままとします。 

 

  ８ 携帯電話での通話については所定の場所でのみ可能とします。 

○居室ではマナーモードに設定し、通話は禁止とします。 

 

  ９ 衛生管理のため、避難所内を清潔に保ちます。 

○居室空間は各世帯で清掃を行い、ごみは各世帯の責任で分別して捨てます。 

   ○共有空間については、避難者全員が協力して清掃を行います。 

   〇  及び  は土足禁止です。靴は   で脱ぎ、各自管理します。 

 

１０ 飲酒・喫煙は、所定の場所以外では禁止します。なお、炎を露出させる裸火の使用は禁止しま

す。 
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資料８ 事務引継書 
 

事務引継書 
 

引継日   年  月  日    

避難所名   

担当者 

前任者 後任者 

    

業務内容   

業務における注意点   

避難者からの 

要望事項等 
  

対応状況   

情報共有事項   

その他   
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資料９ 避難所運営記録簿 

 

年   月   日 （   ） 天気  記入者 

避難者数 新規入所者数 退所者数 

  世帯（       人）        世帯（     人）       世帯（     人） 

避 難 所 運 営 委 員 会 内 容 

 連 絡 事 項 

総 務 班   

被 災 者 管 理 班   

情 報 班   

食 料 ・ 物 資 班   

施 設 管 理 班   

衛   生   班   

救   護   班    

ボ ランテ ィ ア 班   

【委員会での検討事項】 

 

 

 

【行政からの伝達事項】 

 

 

【避難所内の主な出来事】 
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資料１０ 郵便物等受付簿 
 

No. 受付月日 宛名 居住グループ 郵便物等の種類 受渡日時 受取人 

     月  日     
葉書 ・ 封書 ・ 小包 

その他（        ） 
   月  日   

     月  日     
葉書 ・ 封書 ・ 小包 

その他（        ） 
   月  日   

     月  日     
葉書 ・ 封書 ・ 小包 

その他（        ） 
   月  日   

     月  日     
葉書 ・ 封書 ・ 小包 

その他（        ） 
   月  日   

     月  日     
葉書 ・ 封書 ・ 小包 

その他（        ） 
   月  日   

     月  日     
葉書 ・ 封書 ・ 小包 

その他（        ） 
   月  日   

     月  日     
葉書 ・ 封書 ・ 小包 

その他（        ） 
   月  日   

     月  日     
葉書 ・ 封書 ・ 小包 

その他（        ） 
   月  日   

     月  日     
葉書 ・ 封書 ・ 小包 

その他（        ） 
   月  日   

     月  日     
葉書 ・ 封書 ・ 小包 

その他（        ） 
   月  日   

     月  日     
葉書 ・ 封書 ・ 小包 

その他（        ） 
   月  日   

     月  日     
葉書 ・ 封書 ・ 小包 

その他（        ） 
   月  日   

     月  日     
葉書 ・ 封書 ・ 小包 

その他（        ） 
   月  日   

     月  日     
葉書 ・ 封書 ・ 小包 

その他（        ） 
   月  日   

     月  日     
葉書 ・ 封書 ・ 小包 

その他（        ） 
   月  日   

     月  日     
葉書 ・ 封書 ・ 小包 

その他（        ） 
   月  日   

     月  日     
葉書 ・ 封書 ・ 小包 

その他（        ） 
   月  日   
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資料１１ 避難所状況報告書 
 

   避難所状況報告書（第  報） 
 

伊予市災害対策本部：ＴＥＬ（       ）ＦＡＸ（       ） 

避難所を開設した際には、市災害対策本部へこの様式により報告します。 

（第１報においては分かるものだけで報告してもかまいません。） 

避難所名   

送信者   受信者名   

報告日時  年   月   日  避難所ＦＡＸ・ＴＥＬ   

現在の避難者数 世帯数      世帯 ・人数    人 （うち要配慮者        人）    

運
営
状
況 

避難所運営委員会 編成済み・未編成 周
辺
状
況 

避難所の安全確認 未実施・安全・要注意・危険 

活動班 編成済み・未編成 
ライフライン 

断水・停電・ガス停止 

電話不通 居住グループ 編成済み・未編成 

避難所運営委員会 

会長名・連絡先 
  

 対応状況 要望等 

連
絡
事
項 

総 務 班     

被 災 者 管 理 班     

情 報 班     

食 料 ・ 物 資 班     

施 設 管 理 班     

衛   生   班     

救   護   班      

ボ ランテ ィ ア 班     

   

緊急を要する事項（具体的に箇条書き） 

 

対処すべき事項（具体的に箇条書き） 
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資料１２ 食料・物資依頼伝票 

○ 一行につき一品、サイズごとに記入し、数量はキリのいい数字で注文してください。 

○ 依頼項目の品目については、資料１２の品目分類表を参考に記入してください。 

○ 備考欄には、サイズ等の規格を記入してください。 

○ 食料・物資班の担当者は必ず控えを残しておいてください。 

 

避 
 

難 
 

所 
 

用 

発信日時 
年   月   日（   ） 

時   分 
 

市 

災 

害 

対 

策 

本 

部 

用 

受信日時 
 年  月  日（   ） 

時   分 

避難所名    担当者名   

住所    
発注業者   

ＴＥＬ    

ＦＡＸ   ⇒ 
運送業者   

担当者名    

No. 依頼項目 数量 
備考 

（サイズ等） 
 

出荷可能 

数量 

個口 

数量 

備考 

（サイズ等） 

① 
  

 
           

② 
 

  
    ⇒       

③ 
 

  
           

④ 
 

  
           

⑤ 
 

  
           

⑥ 
 

  
    ⇒       

⑦ 
 

  
           

⑧ 
 

  
           

⑨ 
 

  
           

⑩ 
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資料１３ 食料・物資品目分類表 

品目分類表（国土交通省国土交通政策研究所「支援物資供給の手引き（H25.9））

 No 大項目 名称 中項目 名称 小項目 名称 単位

1 1 食品・飲料 1 主食類（米・パン等） 1 精米 キロ

2 1 食品・飲料 1 主食類（米・パン等） 2 小麦粉・片栗粉 袋

3 1 食品・飲料 1 主食類（米・パン等） 3 菓子パン 食

4 1 食品・飲料 1 主食類（米・パン等） 4 惣菜パン 食

5 1 食品・飲料 1 主食類（米・パン等） 5 カップ麺 個

6 1 食品・飲料 1 主食類（米・パン等） 6 即席麺（袋） 個

7 1 食品・飲料 1 主食類（米・パン等） 7 乾パン 食

8 1 食品・飲料 1 主食類（米・パン等） 8 おにぎり 個

9 1 食品・飲料 1 主食類（米・パン等） 9 パックご飯 個

10 1 食品・飲料 1 主食類（米・パン等） 10 弁当 個

11 1 食品・飲料 1 主食類（米・パン等） 11 その他（主食類） 個

12 1 食品・飲料 2 副食（加工食品等） 1 納豆 個

13 1 食品・飲料 2 副食（加工食品等） 2 漬物・梅干 個

14 1 食品・飲料 2 副食（加工食品等） 3 豆腐 個

15 1 食品・飲料 2 副食（加工食品等） 4 缶詰（おかず） 個

16 1 食品・飲料 2 副食（加工食品等） 5 缶詰（フルーツ） 個

17 1 食品・飲料 2 副食（加工食品等） 6 みそ汁 個

18 1 食品・飲料 2 副食（加工食品等） 7 スープ 個

19 1 食品・飲料 2 副食（加工食品等） 8 レトルト（肉） 個

20 1 食品・飲料 2 副食（加工食品等） 9 レトルト（カレー） 個

21 1 食品・飲料 2 副食（加工食品等） 10 レトルト（その他） 個

22 1 食品・飲料 2 副食（加工食品等） 11 惣菜（野菜） 個

23 1 食品・飲料 2 副食（加工食品等） 12 惣菜（肉） 個

24 1 食品・飲料 2 副食（加工食品等） 13 惣菜（魚） 個

25 1 食品・飲料 2 副食（加工食品等） 14 カレールー 個

26 1 食品・飲料 2 副食（加工食品等） 15 シチュールー 個

27 1 食品・飲料 2 副食（加工食品等） 16 その他（副食） 個

28 1 食品・飲料 3 ベビーフード・介護食品 1 粉ミルク 個

29 1 食品・飲料 3 ベビーフード・介護食品 2 離乳食 食

30 1 食品・飲料 3 ベビーフード・介護食品 3 介護食品 食

31 1 食品・飲料 3 ベビーフード・介護食品 4 その他（ベビーフード・介護用品） 個

32 1 食品・飲料 4 調味料 1 マヨネーズ 個

33 1 食品・飲料 4 調味料 2 味噌 個

34 1 食品・飲料 4 調味料 3 醤油 個

35 1 食品・飲料 4 調味料 4 だしの素 個

36 1 食品・飲料 4 調味料 5 酢 個

37 1 食品・飲料 4 調味料 6 塩 個

38 1 食品・飲料 4 調味料 7 砂糖 個

39 1 食品・飲料 4 調味料 8 めんつゆ 個

40 1 食品・飲料 4 調味料 9 みりん 個

41 1 食品・飲料 4 調味料 10 ケチャップ 個

42 1 食品・飲料 4 調味料 11 コンソメ 個

43 1 食品・飲料 4 調味料 12 こしょう 個

44 1 食品・飲料 4 調味料 13 ドレッシング 個

45 1 食品・飲料 4 調味料 14 油 個

46 1 食品・飲料 4 調味料 15 その他（調味料） 個

47 1 食品・飲料 5 主食添物（ジャム・ふりかけ等） 1 のり 食

48 1 食品・飲料 5 主食添物（ジャム・ふりかけ等） 2 ジャム 個

49 1 食品・飲料 5 主食添物（ジャム・ふりかけ等） 3 ふりかけ 個

50 1 食品・飲料 5 主食添物（ジャム・ふりかけ等） 4 その他（ご飯・パンのおとも） 個

51 1 食品・飲料 6 肉・魚・卵 1 卵（生） 個

52 1 食品・飲料 6 肉・魚・卵 2 卵（加工済み） 個

53 1 食品・飲料 6 肉・魚・卵 3 ソーセージ・ハム 個

54 1 食品・飲料 6 肉・魚・卵 4 豚肉 キロ

55 1 食品・飲料 6 肉・魚・卵 5 鶏肉 キロ

56 1 食品・飲料 6 肉・魚・卵 6 牛肉 キロ

57 1 食品・飲料 6 肉・魚・卵 7 鮮魚 キロ

58 1 食品・飲料 6 肉・魚・卵 8 その他（肉･魚･卵） 個

59 1 食品・飲料 7 乳製品 1 牛乳 個

60 1 食品・飲料 7 乳製品 2 ヨーグルト 個

61 1 食品・飲料 7 乳製品 3 チーズ 個

62 1 食品・飲料 7 乳製品 4 バター 個

63 1 食品・飲料 7 乳製品 5 マーガリン 個

64 1 食品・飲料 7 乳製品 6 その他（乳製品） 個

65 1 食品・飲料 8 野菜・海藻類 1 にんじん キロ

66 1 食品・飲料 8 野菜・海藻類 2 キャベツ キロ

67 1 食品・飲料 8 野菜・海藻類 3 きゅうり キロ

68 1 食品・飲料 8 野菜・海藻類 4 じゃがいも キロ

69 1 食品・飲料 8 野菜・海藻類 5 はくさい キロ

70 1 食品・飲料 8 野菜・海藻類 6 大根 キロ

71 1 食品・飲料 8 野菜・海藻類 7 きのこ類 キロ
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72 1 食品・飲料 8 野菜・海藻類 8 トマト キロ

73 1 食品・飲料 8 野菜・海藻類 9 たまねぎ キロ

74 1 食品・飲料 8 野菜・海藻類 10 ほうれん草 キロ

75 1 食品・飲料 8 野菜・海藻類 11 その他（野菜・海藻類） キロ

76 1 食品・飲料 8 野菜・海藻類 12 わかめ キロ

77 1 食品・飲料 9 果物 1 バナナ キロ

78 1 食品・飲料 9 果物 2 みかん キロ

79 1 食品・飲料 9 果物 3 りんご キロ

80 1 食品・飲料 9 果物 4 イチゴ キロ

81 1 食品・飲料 9 果物 5 その他（果物） キロ

82 1 食品・飲料 10 飲料 1 水（500ml） 本

83 1 食品・飲料 10 飲料 2 水（1リットル） 本

84 1 食品・飲料 10 飲料 3 水（2リットル） 本

85 1 食品・飲料 10 飲料 4 お茶（500ml） 本

86 1 食品・飲料 10 飲料 5 お茶（1リットル） 本

87 1 食品・飲料 10 飲料 6 お茶（2リットル） 本

88 1 食品・飲料 10 飲料 7 お茶（ティーパック） 本

89 1 食品・飲料 10 飲料 8 茶葉 本

90 1 食品・飲料 10 飲料 9 コーヒー（缶・ペットボトル） 本

91 1 食品・飲料 10 飲料 10 コーヒー（インスタント） キロ

92 1 食品・飲料 10 飲料 11 ゼリー飲料 本

93 1 食品・飲料 10 飲料 12 野菜ジュース 本

94 1 食品・飲料 10 飲料 13 その他（飲料） 本

95 1 食品・飲料 11 菓子類 1 菓子類 個

96 1 食品・飲料 11 菓子類 2 その他（菓子類） その他

97 2 衣類 1 男性（衣類・靴） 1 ジャケット・防寒着（男性） 着

98 2 衣類 1 男性（衣類・靴） 2 トレーナー・パジャマ（男性） 着

99 2 衣類 1 男性（衣類・靴） 3 シャツ類・カットソー（男性） 着

100 2 衣類 1 男性（衣類・靴） 4 パンツ・ズボン（男性） 着

101 2 衣類 1 男性（衣類・靴） 5 下着・インナー（男性） 着

102 2 衣類 1 男性（衣類・靴） 6 靴下・タイツ（男性） 着

103 2 衣類 1 男性（衣類・靴） 7 履物・靴（男性） 着

104 2 衣類 1 男性（衣類・靴） 8 その他（男性衣類） 着

105 2 衣類 2 女性（衣類・靴） 1 ジャケット・防寒着（女性） 着

106 2 衣類 2 女性（衣類・靴） 2 トレーナー・パジャマ（女性） 着

107 2 衣類 2 女性（衣類・靴） 3 シャツ類・カットソー（女性） 着

108 2 衣類 2 女性（衣類・靴） 4 パンツ・ズボン（女性） 着

109 2 衣類 2 女性（衣類・靴） 5 下着・インナー（女性） 着

110 2 衣類 2 女性（衣類・靴） 6 靴下・タイツ（女性） 着

111 2 衣類 2 女性（衣類・靴） 7 履物・靴（女性） 足

112 2 衣類 2 女性（衣類・靴） 8 その他（女性衣類） 着/足

113 2 衣類 3 子供（衣類・靴） 1 ジャケット・防寒着（子供） 着

114 2 衣類 3 子供（衣類・靴） 2 トレーナー・パジャマ（子供） 着

115 2 衣類 3 子供（衣類・靴） 3 シャツ類・カットソー（子供） 着

116 2 衣類 3 子供（衣類・靴） 4 パンツ・ズボン（子供） 着

117 2 衣類 3 子供（衣類・靴） 5 下着・インナー（子供） 着

118 2 衣類 3 子供（衣類・靴） 6 靴下・タイツ（子供） 着

119 2 衣類 3 子供（衣類・靴） 7 履物・靴（子供） 足

120 2 衣類 3 子供（衣類・靴） 8 その他（子供衣類） 着/足

121 2 衣類 4 作業着・手袋・長靴 1 手袋 組

122 2 衣類 4 作業着・手袋・長靴 2 長靴 足

123 2 衣類 4 作業着・手袋・長靴 3 作業着 着

124 2 衣類 4 作業着・手袋・長靴 4 その他（作業着・手袋・長靴） 個

125 3 台所・食器 1 食器類 1 皿 枚

126 3 台所・食器 1 食器類 2 コップ 個

127 3 台所・食器 1 食器類 3 おわん 個

128 3 台所・食器 1 食器類 4 割り箸 人分

129 3 台所・食器 1 食器類 5 フォーク・スプーン 人分

130 3 台所・食器 1 食器類 6 箸 人分

131 3 台所・食器 1 食器類 7 その他（食器類） 個

132 3 台所・食器 2 台所用品 1 ラップ 個

133 3 台所・食器 2 台所用品 2 やかん 個

134 3 台所・食器 2 台所用品 3 アルミホイル 個

135 3 台所・食器 2 台所用品 4 鍋 個

136 3 台所・食器 2 台所用品 5 炊飯器 個

137 3 台所・食器 2 台所用品 6 包丁 個

138 3 台所・食器 2 台所用品 7 タッパー 個

139 3 台所・食器 2 台所用品 8 ポット 個

140 3 台所・食器 2 台所用品 9 おたま 個

141 3 台所・食器 2 台所用品 10 まな板 個

142 3 台所・食器 2 台所用品 11 ざる 個

143 3 台所・食器 2 台所用品 12 しゃもじ 個

144 3 台所・食器 2 台所用品 13 洗剤（台所用具） 個

145 3 台所・食器 2 台所用品 14 コンロ 個



20 

146 3 台所・食器 2 台所用品 15 カセットボンベ 個

147 3 台所・食器 2 台所用品 16 フライパン 個

148 3 台所・食器 2 台所用品 17 その他（台所用品） 個
149 4 電化製品 1 消耗品・コード 1 乾電地（単1） 個

150 4 電化製品 1 消耗品・コード 2 乾電地（単2） 個

151 4 電化製品 1 消耗品・コード 3 乾電地（単3） 個

152 4 電化製品 1 消耗品・コード 4 乾電地（単4） 個

153 4 電化製品 1 消耗品・コード 5 電球 個

154 4 電化製品 1 消耗品・コード 6 延長コード 個

155 4 電化製品 1 消耗品・コード 7 その他（電化製品（消耗品）） 個

156 4 電化製品 2 生活家電 1 時計 個

157 4 電化製品 2 生活家電 2 ラジオ 個
158 4 電化製品 2 生活家電 3 懐中電灯 個

159 4 電化製品 2 生活家電 4 ランタン 個

160 4 電化製品 2 生活家電 5 携帯用充電器 個

161 4 電化製品 2 生活家電 6 ドライヤー 個

162 4 電化製品 2 生活家電 7 洗濯機 個

163 4 電化製品 2 生活家電 8 乾燥機 個

164 4 電化製品 2 生活家電 9 冷蔵庫 個

165 4 電化製品 2 生活家電 10 掃除機 個

166 4 電化製品 2 生活家電 11 冷凍庫 個
167 4 電化製品 2 生活家電 12 その他（生活家電） 個

168 4 電化製品 3 季節家電 1 ストーブ 個

169 4 電化製品 3 季節家電 2 扇風機 個

170 4 電化製品 3 季節家電 3 その他（季節家電） 個

171 5 生活用品 1 洗面・風呂用具 1 シャンプー・リンス 個

172 5 生活用品 1 洗面・風呂用具 2 洗面器 個

173 5 生活用品 1 洗面・風呂用具 3 石鹸・ボディーソープ 個

174 5 生活用品 1 洗面・風呂用具 4 洗剤（洗面・風呂用具） 個

175 5 生活用品 1 洗面・風呂用具 5 歯磨き粉 個
176 5 生活用品 1 洗面・風呂用具 6 化粧水 個

177 5 生活用品 1 洗面・風呂用具 7 鏡 個

178 5 生活用品 1 洗面・風呂用具 8 洗口剤 個

179 5 生活用品 1 洗面・風呂用具 9 歯ブラシ 個

180 5 生活用品 1 洗面・風呂用具 10 かみそり 個

181 5 生活用品 1 洗面・風呂用具 11 入れ歯安定剤・洗浄剤 個

182 5 生活用品 1 洗面・風呂用具 12 ハンドソープ 個

183 5 生活用品 1 洗面・風呂用具 13 コンタクト洗浄液 個

184 5 生活用品 1 洗面・風呂用具 14 その他（洗面・風呂用具） 個
185 5 生活用品 2 掃除用具 1 ゴミ箱・ゴミ袋 個

186 5 生活用品 2 掃除用具 2 バケツ 個

187 5 生活用品 2 掃除用具 3 ほうき・モップ・ブラシ 個

188 5 生活用品 2 掃除用具 4 スポンジ 個

189 5 生活用品 2 掃除用具 5 ちりとり 個

190 5 生活用品 2 掃除用具 6 たわし 個

191 5 生活用品 2 掃除用具 7 洗剤（掃除用具） 個

192 5 生活用品 2 掃除用具 8 漂白剤・洗浄剤 個

193 5 生活用品 2 掃除用具 9 雑巾 枚
194 5 生活用品 2 掃除用具 10 その他（掃除用具） 個

195 5 生活用品 3 洗濯用品 1 洗濯ばさみ 個

196 5 生活用品 3 洗濯用品 2 たらい 個

197 5 生活用品 3 洗濯用品 3 ハンガー 個

198 5 生活用品 3 洗濯用品 4 洗剤（洗濯用具） 個

199 5 生活用品 3 洗濯用品 5 その他（洗濯用品） 個

200 5 生活用品 4 ダンボール・ビニール袋 1 ダンボール 箱

201 5 生活用品 4 ダンボール・ビニール袋 2 ビニール袋 枚

202 5 生活用品 4 ダンボール・ビニール袋 3 その他（ダンボール・ビニール袋） 箱/枚
203 5 生活用品 5 防寒具・雨具 1 湯たんぽ 個

204 5 生活用品 5 防寒具・雨具 2 カイロ 個

205 5 生活用品 5 防寒具・雨具 3 カッパ 着

206 5 生活用品 5 防寒具・雨具 4 傘 本

207 5 生活用品 5 防寒具・雨具 5 その他（防寒具・雨具） 個

208 5 生活用品 6 寝具・タオル 1 タオル 枚

209 5 生活用品 6 寝具・タオル 2 布団 枚

210 5 生活用品 6 寝具・タオル 3 シーツ 枚

211 5 生活用品 6 寝具・タオル 4 枕 個
212 5 生活用品 6 寝具・タオル 5 毛布 枚

213 5 生活用品 6 寝具・タオル 6 タオルケット 枚

214 5 生活用品 6 寝具・タオル 7 ベッド 個

215 5 生活用品 6 寝具・タオル 8 耳栓 人分

216 5 生活用品 6 寝具・タオル 9 その他（寝具・タオル） 個

217 5 生活用品 7 ろうそく・マッチ・ライター 1 ろうそく 本

218 5 生活用品 7 ろうそく・マッチ・ライター 2 多目的ライター（点火棒） 本

219 5 生活用品 7 ろうそく・マッチ・ライター 3 マッチ 箱
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220 5 生活用品 7 ろうそく・マッチ・ライター 4 その他（ろうそく・マッチ・ライター） 本

221 5 生活用品 8 その他生活雑貨 1 つめ切り 個

222 5 生活用品 8 その他生活雑貨 2 殺虫剤 個

223 5 生活用品 8 その他生活雑貨 3 虫刺され薬 個

224 5 生活用品 8 その他生活雑貨 4 マスク 個

225 5 生活用品 8 その他生活雑貨 5 消毒液 個

226 5 生活用品 8 その他生活雑貨 6 うがい薬 個

227 5 生活用品 8 その他生活雑貨 7 血圧計 個

228 5 生活用品 8 その他生活雑貨 8 体温計 個

229 5 生活用品 8 その他生活雑貨 9 医薬品セット 個

230 5 生活用品 8 その他生活雑貨 10 ガーゼ 個

231 5 生活用品 8 その他生活雑貨 11 絆創膏 枚

232 5 生活用品 8 その他生活雑貨 12 カット綿 個

233 5 生活用品 8 その他生活雑貨 13 湿布薬 個

234 5 生活用品 8 その他生活雑貨 14 綿棒 個

235 5 生活用品 8 その他生活雑貨 15 その他（その他生活雑貨） 個

236 5 生活用品 9 ペーパー類・生理用品 1 生理用ナプキン（昼用） 個

237 5 生活用品 9 ペーパー類・生理用品 2 生理用ナプキン（夜用） 個

238 5 生活用品 9 ペーパー類・生理用品 3 おりものシート 個

239 5 生活用品 9 ペーパー類・生理用品 4 ウエットティッシュ 個

240 5 生活用品 9 ペーパー類・生理用品 5 ティッシュ 個

241 5 生活用品 9 ペーパー類・生理用品 6 トイレットペーパー 個

242 5 生活用品 9 ペーパー類・生理用品 7 大人用おむつ（S) 個

243 5 生活用品 9 ペーパー類・生理用品 8 大人用おむつ（M) 個

244 5 生活用品 9 ペーパー類・生理用品 9 大人用おむつ（L) 個

245 5 生活用品 9 ペーパー類・生理用品 10 体ふきシート 個

246 5 生活用品 9 ペーパー類・生理用品 11 その他（ペーパー類・生理用品） 個

247 5 生活用品 10 ベビー用品 1 子供用おむつ（新生児用) 個

248 5 生活用品 10 ベビー用品 2 子供用おむつ（S) 個

249 5 生活用品 10 ベビー用品 3 子供用おむつ（M) 個

250 5 生活用品 10 ベビー用品 4 子供用おむつ（L) 個

251 5 生活用品 10 ベビー用品 5 おしりふき 個

252 5 生活用品 10 ベビー用品 6 哺乳瓶消毒液 個

253 5 生活用品 10 ベビー用品 7 哺乳瓶 個

254 5 生活用品 10 ベビー用品 8 その他（ベビー用品） 個

255 6 作業道具 1 台車 1 台車 台

256 6 作業道具 2 電源ドラム 1 電源ドラム 個

257 6 作業道具 3 スコップ 1 スコップ 個

258 6 作業道具 4 工具セット 1 工具セット 個

259 6 作業道具 5 軍手 1 軍手 組

260 6 作業道具 6 ヘルメット 1 ヘルメット 個

261 6 作業道具 8 ガムテープ 1 ガムテープ 個

262 6 作業道具 9 はさみ 1 はさみ 個

263 6 作業道具 10 カッター 1 カッター 個

264 6 作業道具 11 輪ゴム 1 輪ゴム 個

265 6 作業道具 12 ひも 1 ひも 個

266 6 作業道具 13 ペン 1 ペン 本

267 6 作業道具 14 セロハンテープ 1 セロハンテープ 個

268 6 作業道具 15 OA用紙 1 OA用紙 枚

269 6 作業道具 16 ノート 1 ノート 個

270 6 作業道具 17 その他 1 その他（作業道具） 個

271 7 避難所備品・応急用品 1 設備品 1 消火器 個

272 7 避難所備品・応急用品 1 設備品 2 プレハブ 個

273 7 避難所備品・応急用品 1 設備品 3 仮設更衣室 個

274 7 避難所備品・応急用品 1 設備品 4 仮設トイレ 個

275 7 避難所備品・応急用品 1 設備品 5 発電機 個

276 7 避難所備品・応急用品 1 設備品 6 パーテーション 枚

277 7 避難所備品・応急用品 1 設備品 7 その他（設備品） 個

278 7 避難所備品・応急用品 2 応急用品 1 石炭・木炭 キロ

279 7 避難所備品・応急用品 2 応急用品 2 携帯トイレ 個

280 7 避難所備品・応急用品 2 応急用品 3 ポンプ 個

281 7 避難所備品・応急用品 2 応急用品 4 ポリタンク 個

282 7 避難所備品・応急用品 2 応急用品 5 担架 個

283 7 避難所備品・応急用品 2 応急用品 6 車椅子 台

284 7 避難所備品・応急用品 2 応急用品 7 ハンドマイク 個

285 7 避難所備品・応急用品 2 応急用品 8 その他（応急用品） 個

286 7 避難所備品・応急用品 3 シート・マット類 1 敷物 枚

287 7 避難所備品・応急用品 3 シート・マット類 2 風呂マット 枚

288 7 避難所備品・応急用品 3 シート・マット類 3 畳 枚

289 7 避難所備品・応急用品 3 シート・マット類 4 ブルーシート 枚

290 7 避難所備品・応急用品 3 シート・マット類 5 その他（シート・マット類） 枚
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資料１４ 食料・物資受払簿 

 

品名  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月／日 
受払 
時刻 

数量(単位) 送付元 
払出先 

備考 担当者 
受入 払出 残 

 ：       

 ：       

 ：       

 ：       

 ：       

 ：       

 ：       

 ：       

 ：       

 ：       

 ：       

 ：       

 ：       

 ：       

 ：       

 ：       
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資料１５ 取材者用受付用紙 

 

受付日時 

 

       年  月  日     時  分 

退所日時 

 

         年  月  日     時  分 

 

代

表

者 

氏名 

所属 

連絡先（住所・電話番号） 

 

同

行

者 

           氏 名               所 属 

  

  

  

  

  

取

材

目

的 

 

 

 

 

※オンエア、記事掲載などの予定日：    年  月  日 

避難所側付添者  

特記事項 

〈名刺貼付場所〉 
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資料１６ 災害時のトイレの種類 

 

種 類 

（処理方法） 
概要・特徴、優れた点・事後処理 

①
携
帯
ト
イ
レ 

携帯トイレ 

（保管・回収） 

【概要・特徴】 

•  既存の洋式便器につけて使用する便袋タイプ。吸水シートや凝固

剤で水分を安定化させる。 

•  使用するたびに便袋を処分する必要がある。 

•  消臭剤がセットになっているものや、臭気や水分の漏れを更に防

ぐための外袋がセットになっているものもある。 

•  在宅被災者等が自宅等でも使用できる。 

 

 

【優れた点・事後処理】 

•  電気・水なしで使用できる。 

•  比較的安価で、かつ少ないスペースで保管できる。 

•  既設の個室ならびに洋式便座があれば使用できる。 

•  既存の個室以外で使用する場合は、パーテーション等で仕切り、

簡易便器を用意すれば使用できる。 

•  使用済み便袋の保管場所の確保、回収、臭気対策についての検討

が必要である。 

 

 

（写真）「避難所等におけるトイレ対策の手引き」（兵庫県） 
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種 類 

（処理方法） 
概要・特徴、優れた点・事後処理 

②
簡
易
ト
イ
レ 

簡易トイレ 

（保管・回収） 

【概要・特徴】 

•  介護用のポータブルトイレ等、手すりが付いている物もある。 

•  水なしで使用できるが、電気が必要な物もある。 

•  室内に設置可能な小型で、持ち運ぶことができる。 

•  便座と一定の処理がセットになっており、し尿を貯留できる。 

•  汚物の処理タイプとして、凝固剤を用いた「ラッピング」のほか、

「コンポスト」「乾燥・焼却」等があり、電気の確保等、製品ごとに

利用上の留意点の確認が必要である。 

 

【優れた点・事後処理】 

•  既設の個室があれば使用できる。 

•  既存の個室以外で使用する場合は、パーテーション等で仕切れば使

用できる。 

•  使用後の臭気対策がされているものがある。 

•  福祉避難スペース等で使用できる。 

•  使用済み便袋の保管場所の確保、回収、臭気対策についての検討が

必要である。 

 

 

簡易トイレ組立式 

（保管・回収） 

【概要・特徴】 

•  段ボール等の組立て式便器に便袋をつけて使用する。吸水シートや

凝固剤で水分を安定化させる。 

•  使用するたびに便袋を処分する必要がある。 

•  在宅被災者等が自宅等でも使用できる。 

•  持ち運びが簡単であるため、被災者が家族・仲間で共有できる。 

•  トイレがない・洋式便器がない場合に段ボール、新聞紙、テープを

使って作成することができる。 

•  ワークショップや訓練等でトイレの作成を体験する等、各家庭での

トイレの備蓄を周知するために効果的である。 

 

【優れた点・事後処理】 

•  電気・水なしで使用できる。 

•  比較的安価、かつ少ないスペースで保管できる。 

•  既設の個室があれば使用できる。 

•  既存の個室以外で使用する場合は、パーテーション等で仕切れば使

用できる。 

•  福祉避難スペース等で使用できる。 

•  使用済み便袋の保管場所の確保、回収、臭気対策についての検討が

必要である。 

 

 

（写真）「避難所等におけるトイレ対策の手引き」（兵庫県） 
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種 類 

（処理方法） 
概要・特徴、優れた点・事後処理 

③
仮
設
ト
イ
レ 

仮設トイレ 

（汲み取り） 

【概要・特徴】 

•  電気なしで使用できるものが多い。 

•  便槽に貯留する方式と、マンホールへ直結して流下させる方式があ

る。 

•  階段付きのものが多い一方で、車イスで利用できるバリアフリータ

イプもある。 

•  イベント時や建設現場で利用されることが多い。 

•  仮設トイレを設置する時には、特に高齢者や女性の避難者が利用し

やすい場所を優先する必要がある。 

【優れた点・事後処理】 

•  鍵をかけることができる。 

•  照明・水洗・手洗い付きの物等があり、衛生的に使用できる。 

•  流通数が多いため調達しやすいが、交通事情により到着が遅れるこ

とに留意が必要。 

•  建設現場等で繰り返し使われることが多いため、耐久性に優れてい

る。 

•  安定稼動させるうえで、汲み取り方法や汲み取り体制等、維持管理

のルールが必要である。臭気対策も必要となる。 

•  屋外で使用するため、トイレの周辺や室内に照明を設置する等、安

全対策が必要である。 

 

仮設トイレ組立式 

（汲み取り） 

【概要・特徴】 

•  便槽に貯留する方式と、マンホールへ直結して流下させる方式があ

る。 

•  手すりが付いているタイプや便座の高さを調節できるタイプ等の

バリアフリータイプがある。 

•  仮設トイレを設置する時には、特に高齢者や女性の避難者が利用し

やすい場所を優先する必要がある。 

★事前に組み立て方法を周知・徹底しておくと、災害時に円滑に使用

開始できる。 

【優れた点・事後処理】 

•  貯留型は電気・水なしで使用できる。 

•  折りたたみ式で搬送や保管が比較的容易である。 

•  避難所等の屋外に設置することで、在宅避難者や外部からの支援者

が使うことができる。 

•  トイレについて考えるきっかけづくりとして、組立訓練等で活用で

きる。 

•  安定稼動させるうえで、汲み取り方法や汲み取り体制等、維持管理

のルールが必要である。臭気対策も必要となる。 

•  屋外で使用するため、トイレの周辺や室内に照明を設置する等、安

全対策が必要である。 

 

（写真）「避難所等におけるトイレ対策の手引き」（兵庫県） 
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種 類 

（処理方法） 
概要・特徴、優れた点・事後処理 

④
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ 

マンホールトイレ 

（下水道） 

 

 

 

 

 

 

マンホールトイレイメージ図 

【概要・特徴】 

•  下水道のマンホールや、下水道管に接続する排水設備上に、便器や

仕切り施設等を設置するもの。 

•  本管直結型及び流下型のマンホールトイレは、下流側の下水道管や

処理場が被災していない場合に使用することが原則である。 

•  貯留機能を有したマンホールトイレは、放流先の下水道施設が被災

していたとしても汚物を一定量貯留することができるが、汲み取り

が必要になる場合がある。 

•  車イスで利用できるバリアフリータイプも設置できる。 

•  避難所に整備する時には、特に高齢者や女性の避難者が利用しやす

い場所を優先する必要がある。 

★事前に上屋の組み立て方法や水の流し方等を周知・徹底しておくと、

災害時に円滑に使用開始できる。 

 

※市においてマンホールトイレの整備を計画する場合は、「マンホー

ルトイレ整備・運用のためのガイドライン（平成 28 年３月）国土交

通省水管理・国土保全局下水道部」を参照。 

【優れた点・事後処理】 

•  通常の水洗トイレに近い感覚で使用できる。 

•  災害時に調達する手間なく使用することができる。 

•  上屋部分の構造によっては、鍵をかけることができる。 

•  し尿を下水道管に流下させることができるため、衛生的に使用でき

る。 

•  屋外で使用するため、トイレの周辺や室内に照明を設置する等、安

全対策が必要である。 

 

 

されたい。         （写真）「避難所等におけるトイレ対策の手引き」（兵庫県） 
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種 類 

（処理方法） 
概要・特徴、優れた点・事後処理 

⑤
そ
の
他
の
ト
イ
レ 

自己処理型トイレ 

（水循環式、コンポス

ト式、乾燥・焼却式） 

 

【概要・特徴】 

•  処理装置を備えており、汚水を排水しない水循環式と、おが屑等に

よるコンポスト式、乾燥・焼却式がある。 

•  水循環式は、汚水を好気性微生物により処理するものや、鉱物抽出

液等を用いて凝集沈殿するタイプ等がある。 

•  避難所に整備する時には、特に高齢者や女性の避難者が利用しやす

い場所を優先する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

車載トイレ 【概要・特徴】 

•  トイレ設備を備えた車両を指し、し尿を貯留するタイプや処理装置

を備えたタイプがある。 

•  トイレは車載可能な範囲で設計変更できる。 

•  処理方式の違いで、使用可能回数が異なる。 

•  ユニバーサルデザインを導入したタイプも開発されている。 

•  平時は、イベントや公園等で使用できる。 

•  避難所で使用する時には、特に高齢者や女性の避難者が利用しやす

い場所を優先する必要がある。 

 

便槽貯留 【概要・特徴】 

•  平時は水洗トイレとして使用する。 

•  断水や停電時には、地下ピットとつながる蓋や便器底を開けて貯留

式トイレとして使用する。 

•  汲み取り方法や作業の容易性等を確認する必要がある。 

•  上下水道が復旧した際に、水洗トイレとして利用再開する方法や地

下ピットの清掃方法等についても確認する必要がある。 

•  地下ピットだけを有し、仮設ブースを設けて使用するタイプもあ

る。平時は組立式のトイレをピットの中に保管できるタイプもある。 

•  避難所に整備する時には、特に高齢者や女性の避難者が利用しやす

い場所を優先する必要がある。 

（出典）「東日本大震災 3.11 のトイレ：日本トイレ研究所」を一部修正） 
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資料１７ ペットの飼育ルール 

 

 

 

                      ペットの飼い主の皆さんへ 
 

 避難所では、多くの人達が共同生活を送っていますので、ペットの飼い主の皆さんは

人とペットが気持ちよく過ごせるように、次のことを守って下さい。 

 

 

① ぺットは、指定された場所で繋いで飼うか、ケージ（オリ）の中で、自らの責任の

もと飼って下さい。 

 

 ②ペットの体や飼育場所は、常に清潔に保ち、鳴き声や抜け毛、臭いなどで周囲に迷

惑をかけないようにしてください。 
 

 ③ペットの苦情や危害の防止に努めて下さい。 

 

 ④屋外の指定された場所で排便させ、必ず後始末を行って下さい。 

 

 ⑤餌は時間を決めて与え、その都度きれいに片づけて下さい。 

 

 ⑥ノミの駆除に努めて下さい。 

 

 ⑦運動やブラッシングは、必ず屋外で行って下さい。 
  
 ⑧故意・過失に関わらず、放し飼いはしないで下さい。 
 

 ⑨ペットの飼育に必要な資材（ケージ・その他用具）と当面の餌は、飼い主が用意す

ることが原則です。もし、用意できなかった場合は、保健・衛生班を通じ、避難所

運営委員会に相談してください。 

 

 ⑩万が一、他の避難者との間でトラブルが生じた場合は、保健・衛生班を通じ、避難

所運営委員会まで届け出るとともに、誠実な対応をして下さい。 
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資料１８ 避難ペット受付簿 

受付番号：  

受付日：   月   日（  ） 受付場所： 

受付時間：    時   分 記入者： 

届出者 
氏名： 

連絡先：             電話： 

保護動

物の状

況 

受入日時：      月   日（  ）    時   分 

受入場所： 

 

種類： 

 

犬【登録（有・無）    鑑札番号（   年度 第   号） 

【狂犬病接種（有・無） 鑑札番号（   年度 第   号） 

猫 ・ その他（         ） 

特徴： 種類（          ）例：柴犬、雑種等 

    性別（オス・メス・去勢オス・避妊メス） 体重（   kg） 

    呼び名（        ） 年齢（推定）（    才） 

    毛色（      ） 毛の長さ、形（          ） 

    首輪（有・無）  首輪色（               ） 

    耳形（立ち耳・半立ち耳・垂れ耳・その他         ） 

    その他の特徴（                     ） 

その他： ワクチン接種（種類：        接種時期    年） 

     フィラリア予防（有・無） ノミ・ダニ駆除（有・無） 

     マイクロチップ（有・無） 

収容 

場所等 

場所： 

期間：    月   日（  ）～    月   日（  ） 

措置結果 
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資料１９ ペット飼育管理簿 

 

 

No. 入所日 退所日 
飼育者氏名 

（住所・連絡先） 
ペットの名前 性別 

特徴 

（種類・体格・毛色） 

犬の登録    

狂犬病の予防注射 

              
登録（有・無） 

注射（有・無） 

              
登録（有・無） 

注射（有・無） 

              
登録（有・無） 

注射（有・無） 

              
登録（有・無） 

注射（有・無） 

              
登録（有・無） 

注射（有・無） 

              
登録（有・無） 

注射（有・無） 

              
登録（有・無） 

注射（有・無） 

              
登録（有・無） 

注射（有・無） 

              
登録（有・無） 

注射（有・無） 

              
登録（有・無） 

注射（有・無） 

              
登録（有・無） 

注射（有・無） 

              
登録（有・無） 

注射（有・無） 

              
登録（有・無） 

注射（有・無） 

              
登録（有・無） 

注射（有・無） 

              
登録（有・無） 

注射（有・無） 
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資料２０ 要配慮者ニーズ調査表 

 

     記入日 年  月  日  

 ふ り が な 

氏 名 
  

男

女 

大・昭 

平・令 
  年  月  日生 歳 

 
住 所   

家 屋 の 

被 害 状 況 

全壊 半壊 全焼 半焼 

被害僅少   被害なし 
 

要 配 慮 

区 分 

1 要介護 

7 知的障害 

13 難病 

2 視覚障害 

8 精神障害 

14 傷病 

3 聴覚障害 

9 発達障害 

15 外国人 

4 言語障害 

10 認知症 

16 アレルギー 

5 肢体不自由 

11 乳幼児 

17 その他（ 

6 内部障害 

12 妊産婦 

） 

 

食物アレルギーの対象食料や負傷・疾病の状況等 

 
 

 
家 族 

１ ひとり暮らし（別居の親族無） 

３ 高齢者のみの世帯（夫婦等） 

２ ひとり暮らし（別居の親族有） 

４ その他同居家族有 

 
介 護 者 

有（                 ） 無 

続柄（          ） 
連絡先   

自 立 度 １ ほぼ自立  ２ 一部介助（             ）  ３ 全介助 

 健 康 状 態 １ 良好  ２ おおむね良好  ３ 普通  ４ 要注意  ５ 悪い  

医 療 依 存 
１ 人工透析（  回／週）  ２ 酸素吸入  ３ 経管栄養  ４ 服薬（       ） 

５ その他（                               ） 

 帰住先の

見 込 ・ 

意 向 

１ 福祉避難所 

４ 入院 

２ 緊急施設入所 

５ 親族等の受入れ 

３ 短期入所 

６ 仮設住宅希望 

 

７ 条件次第で帰宅 ８ 見込・意向なし（どこでもよい） 

支 援 

希 望 

１ 福祉避難所へ移動 

３ 手話通訳者の派遣 

５ 医師の診察・治療 

７ 補装具・日常生活用具の給付 

９ アレルギー対応食の提供 

11 その他（                

２ ホームヘルパー等の派遣 

４ 要約筆記者の派遣 

６ 保健師による巡回指導・訪問看護 

８ 物資・薬品の提供（          ） 

10 生活に支障なし 

） 

（以下については、要配慮者班にて記入） 

記 入 者  調査日時 年   月   日    時   分 

対 応 結 果 

１ 入院  ２ 緊急施設入所  ３ 短期入所  ４ 親族等受入れ  ５ 福祉避難所(施設)へ移送   

６ 仮設住宅・市営住宅等に入居  ７ 福祉避難スペースへ移動  ８ ホームヘルパー派遣   

９ 手話通訳者の派遣  10 要約筆記者の派遣  11 医師の診察・治療 

12 保健師による巡回指導・訪問看護  13 定期的見守り  14 補装具・日常生活用具の給付   

15 アレルギー対応食の提供  16 物資の提供（              ） 

17 その他（                      ） 
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 資料２１ 避難所における要配慮者名簿 

 

 

 

 

記載日 
ふ り が な 

氏 名 

性 別 
要 配 慮 

区 分 

介 

護 

者 

自 

立 

度 

健康 

 

状態 

医療 

 

依存 

帰 

住 

先 

支援 

 

希望 

備考 

生 年 月 日 

  

男 ・ 女 

 

有 

・ 

無 

      

 

  

男 ・ 女 

 

有 

・ 

無 

      

 

  

男 ・ 女 

 

有 

・ 

無 

      

 

  

男 ・ 女 

 

有 

・ 

無 

      

 

要 配 慮 

区 分 

１.要介護 ２.視覚障害 ３.聴覚障害 ４.言語障害 ５.肢体不自由 ６.内部障害 

７.知的障害 ８.精神障害 ９.発達障害 10.認知症 11.乳幼児 12.妊産婦 13.難病 

14.傷病 15.外国人 16.アレルギー 17.その他（                         ） 

自 立 度 １ ほぼ自立  ２ 一部介助  ３ 全介助 

健 康 状 態 １ 良好  ２ おおむね良好  ３ 普通  ４ 要注意  ５ 悪い 

医 療 依 存 １ 人工透析  ２ 酸素吸入  ３ 経管栄養  ４ 服薬 ５ その他 

帰 住 先 
１ 福祉避難所 ２ 緊急施設入所 ３ 短期入所 ４ 入院 ５ 親族等の受入 

６ 仮設住宅希望  ７ 条件次第で帰宅  ８ 見込・意向なし（どこでもよい） 

支 援 

希 望 

１ 福祉避難所へ移動 ２ ホームヘルパー等の派遣 ３ 手話通訳者の派遣 

４ 要約筆記者の派遣 ５ 医師の診察・治療 ６ 保健師による巡回指導・訪問看護   

７ 補装具・日常生活用具の給付 ８ 物資・薬品の提供（                ） 

９ アレルギー対応食の提供 10 生活に支障なし 11 その他（           ） 
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                                       資料２２ 要配慮者の留意事項 

区分 避難所での留意事項 

高齢者 

・出来るだけ出入口やトイレに近い場所を確保するなど、移動が少なくて済むように

配慮します。 

・体育館等床面が滑りやすい施設の場合はマットやシート等を敷く等、転倒を防止 

するよう配慮します。 

・認知症高齢者については、あわただしい雰囲気であると、落ち着かなくなる傾向が

あります。できるだけ雑音の少ない場所などを本人と家族のために確保しましょう。 

・徘徊の症状がある認知症高齢者については、周囲の人にも声をかけてもらったり、

見守っていただくよう依頼します。 

妊産婦 

・被災による精神的なショック、避難所で人間関係のストレスから体調にも影響を及

ぼしやすいので、一人で悩まず、感じていることを話せるよう配慮したり、カウンセリ

ングや健康相談を実施して、不安を軽減できるように努めます。 

・食事については、弁当やインスタント食品が中心となると塩分の摂取量が増加した

り、タンパク質やビタミンなどが不足がちになるため、可能な限りバランスの良い食

事がとれるように配慮するとともに、十分な量の食事がとれているか確認します。 

・産婦については、授乳やおむつ換え、夜泣きなどに考慮して、授乳室や育児室 

 を設置しましょう。 

災害孤児 

・幼少であると、一人で避難所生活を送ることが困難である。周囲の大人による見守 

 りが必要です。 

・突然肉親が居なくなったことにより、精神的に不安定となることがあるため、心のケ 

 アが必要になります。 

外国人 

・避難所における各部屋や窓口の案内等の掲示等は、外国語あるいはイラスト等 

 でわかりやすく伝えるほか、日本語の表記をひらがななどで平易にするよう心が 

 けます。 

・地震・台風等の自然災害の経験が乏しい外国人においては、日本人より精神的 

 に不安定になる可能性があるので、心理的不安への配慮も必要です。 

視覚障害 

のある人 

・出来るだけ出入口やトイレに近い場所を確保するなど、移動が少なくて済むように 

 配慮します。・食事、トイレ、入浴などの情報は、必ず読み上げて、伝達します。 

・トイレなど部屋の配置がわかるように避難所の中を案内します。 

・通路などに歩行の妨げになる物がないか、気をつけます。 

聴覚・言語 

障害のある人 

・音声による連絡事項は、必ず文字で掲示します。 

・手話や筆談、口話などにより情報を伝えます。 

・手話通訳者、要約筆記者の配置に努めます。 

・出来るだけ早くファックスを設置し、知人などへの連絡に配慮します。 

盲導犬・聴導犬 

介助犬を 

連れた人 

・盲導犬等には、触ったり、声をかけたり、食べ物を与えたりしない。大切なのは盲導

犬に声をかけることではありません。人に声をかけて「何かお手伝いしましょうか」

と一言声をかけるようにします。 
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区分 避難所での留意事項 

肢体不自由 

のある人 

・できるだけ出入口やトイレに近い場所を確保するなど、移動が少なくてすむように配

慮します。 

・通路に障害物がないか気をつけ、車いすや松葉杖の利用者が通れるスペースを確

保します。また、避難所のトイレが使用できない場合があるので、本人によく確認しま

す。 

内部障害 

のある人 

・疲れやすいなど、外見からは分かりにくい不便さを抱えているので、できるだけ負担

をかけないようにします。 

・常時使用することが必要な医療器具（酸素ボンベ等）や医薬品を調達します。 

・医療行為を受ける必要のある人は自主的に申し出てもらい、早急に受け入れ病院の

確認や移送手段を確保します。 

知的障害 

のある人 

・環境の変化を理解できずに気持ちが混乱したり、状況に合わせた行動ができない人 

がいます。また、治療や投薬が欠かせない人もいるので、障害の状況に応じた支援

を行います。 

・トイレ、食事、入浴などの情報が理解できているか、声をかけ確認します。 

・出来る限り顔を知っている人等にそばにいてもらうようにします。 

発達障害 

のある人 

・ 遠回しな言い方やあいまいな表現は理解しにくい場合があるので、具体的に短い言

葉で、ゆっくりと分かりやすく、やさしい口調で話しかけます。 

・ 否定的な言動には過敏な人が多いので、「○○しない」ではなく「○○しましょう」と肯

定的な言葉かけをします。 

・ パニック状態になっている場合は、刺激しないよう、また危険がないように配慮しなが

ら、落ち着くまでしばらく見守ります。力づくで押さえつけることは逆効果となります。 

精神障害 

のある人 

・不安を感じさせない穏やかな対応が必要です。 

・相手の伝えたいことをゆっくりと、根気よく聞くようにします。 

・ 落ち着いて、ゆっくりと具体的な言葉で分かりやすく説明します。必要に応じて繰り返

します。 

・薬を正しく服用しているか注意するとともに、何らかの症状が出た時には、早めに医

療救護所やかかりつけの医師に相談するようにします。 

難病患者 

人工透析患者

等 

・ 難病患者については、疾患に応じた医薬品の確保、配布など早急に対応が必要で

す。 

・ 人工透析患者については、早急に透析医療の確保（確保日数の目安は透析間隔で 

ある３～４日以内）が必要です。 

・ 人工呼吸器装着者については、電力の停止が生命に直結することから最優先の救 

援を必要とします。 

・ 在宅酸素療法や薬物療法等が継続的に必要な患者に対しても早急に医療確保が 

要となります。 
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                                           資料２３ ボランティアの活動ルール 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア活動に参加される方へ 
 

当避難所内においてボランティア活動を行う場合に、以下の点にご注意いただく 
ようよろしくお願いします。 
 
▼ 事前に社会福祉協議会等において保険の加入手続きを済ませてください。 

○ 当避難所において、災害ボランティアの登録や保険の加入手続きをする 
ことはできません。 

 
 ▼ ボランティア活動記録簿の記入をお願いします。 
   ○ 当避難所においては、ボランティア活動記録簿に記入をしていただきます。 
   ○ 記入後、担当者から依頼内容について詳しく説明しますので、指示に 

従ってください。 
また、避難所内では、胸や腕などの見えやすい位置に、必ず災害ボランティ

アセンターで配布された名札を付けてください。 
（直接受け入れる場合）当方で作成する（名札・腕章）を付けてください。 
 

▼ 体調管理等にはご注意お願いします。 
○ ボランティアの皆様には危険な作業はお願いしませんが、万が一疑問が 

あれば、作業に取りかかる前に担当者にご相談ください。 
○ 体調の変化や健康管理には、各自でご注意の上、決して無理をしないよ 

うお願いします。 
 

▼ 避難者のプライバシー保護に御協力ください。 
○ 原則として、依頼された場所での活動をお願いします。避難者の心情に 

配慮し、居住空間への無断での立ち入りは控えてください。 
○ 避難所内の撮影をする場合は、必ず避難者の許可をとってください。 
 

▼ 活動終了後は報告してください。 
○ 活動が済みましたら、担当者もしくは受付に申し出て確認を受けてく 

ださい。 
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資料２４ ボランティア活動記録簿 

 

受付年月日        年  月  日 

整 理 番 号        

記録担当者  

 

この避難所 

での活動回数 

 

初回・   回目 

ふりがな 

氏  名 
団 体 名 

 性

別 

 職  業： 

活動人数： 男性   名 
      女性   名     

住  所 〒                                電話： 

                                       （        方 ） 

緊急時 
連絡先 

氏名：              電話： 

携帯： 

 

活動内容 

 

 

活動期間 

活動時間 

        月  日  から     月  日（予定） 

      時  分  から   時  分 まで 

ボランティア保険 

加入の有無 

               
  有   ・   無 

※ ここで知り得た個人情報は、目的のため以外は使用しません。 

※ 団体で登録する場合は、代表者氏名を記入し、団体の構成員については各団体の代表

者が必ず把握してください。 

 

 

活動終了日 

 

    年  月  日 
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資料２５ エコノミークラス症候群予防チラシ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （「深部静脈血栓症／肺塞栓症（いわゆるエコノミークラス症候群）の予防について」（厚生労働省）より） 
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資料２６ 生活不活発病予防チラシ 
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 （「東北地方太平洋沖地震による避難生活に伴う心身の機能の低下の予防について」（平成 23 年３月 29 日付け厚生 

労働省老人保健課事務連絡）より） 
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資料２７ 熱中症予防チラシ（厚生労働省） 
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資料２８ 感染症予防チラシ（厚生労働省） 
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資料２９ ノロウイルスによる食中毒予防チラシ（厚生労働省） 
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資料３０ 新型コロナウイルス感染症予防チラシ（厚生労働省） 
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